
（別紙３）

～ 令和７年　１０月　１７日

（対象者数） １３名 （回答者数） １３名

～ 令和７年　１０月　１０日

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・個々の発達段階に応じて支援内容の差別化を図

る。

・活動の内容の充実や支援の質の向上に取り組み

ながら、将来を見据え、幅広い分野で経験を積み

重ねられるようにしていく。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学齢期（中学部、高等部）における、発達段階を

職員一人ひとりがしっかり把握、共通理解をもって

支援している。高等部進学に向けて、卒後に向けて

の個々の課題やニーズを抽出し、自己選択、意思決

定の機会を計画的に設けている。

・個々の気持ちを引き出せるように様々な経験を積

み重ねてている。

・５領域やガイドラインに明記されている４つの活

動を基に個別支援計画を立て、しっかりと個々の目

標を職員一人ひとりが把握し支援している。

・全体での話合いを必ず行い、活動内容を個別で聞

いたり、目的やねらいをしっかり伝えたりして自己

表現できる活動環境を作っている。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　1０月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
令和７年　１０月　２日

○事業所名 空

○保護者評価実施期間
令和７年　１０月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


